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出し,髄液細胞診と合わせ,diffuse large B-cell lymphoma
との診断に至った.現在,全脳全脊髄照射施行中である.
３．水頭症で発症した第４脳室海綿状血管腫の１例
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2010年 5月から 2013年 5月までのインスリン負荷試験
と GHRP2負荷試験が術前に可能であった間脳下垂体腫
瘍性疾患 15例を解析した.【結 果】 8例で術前に
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楮本 清史，? 早瀬 宣昭，? 黒住 昌史?
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【目 的】 頭蓋内転移個数が 10個以下の転移性脳腫瘍
患者につき,特に 2-4個の症例に対し, 5-10個例におけ
るガンマナイフ単独治療 (GK)の有効性比較 (非劣性試





【結 果】 1194例が解析対象,男女比 723:471,年齢は
30-91歳.原発臓器は肺 912例,乳腺 123例,他 159例.転
移個数によりA群 (1個 :455例),B群 (2-4個 :531例),
C群 (5-10個 :208例)の 3群に分類.GK後のMSTは,
A群が B群 (13.9 vs 10.9ヶ月),C群 (13.9 vs 10.8ヶ月)に
対し有意に長かったが, B・C群間に差はなかった
(10.84ヶ月).【結 論】 GK単独治療成績で, 腫瘍個数
2-4個群に対して 5-10個群は非劣性であることが evi-
dence level IIで証明された.
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